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ではない、と言うことをお伝えするためにきました。

”特別な人への特別な人による特別な被害”
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LGBTIQAの性被害の現状
最低限必要な法改正とは何か

• 「男性器」の介入が構成要件である性器規定を撤廃すること 

• 「手指器具等」による性暴力を規定すること 

• 憎悪犯罪（ヘイトクライム）を暴行脅迫の要件として加えること 

• レイプシールドを導入すること 

• IPV（Intimate Partner Violence：親密な関係における暴力）を暴力であると
規定すること
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LGBTIQA

• 各種統計において総合的に被害経
験が特に高いのは、トランスジェ
ンダー 、バイセクシュアル女性、
無性愛者、インターセックス 

• 被害経験年齢を見ていくと、24

才以下での被害経験が約80%。そ
の多くはLGBTIQAコミュニティで
の被害と紐づけることは不可能。

性被害の実態
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LGBTIQA-DV

• 総合的に、性別違和のない異性愛者
に比較すると被害率が高い 

• 男性同性間では傷害事件として事件
化することが多い 

• 社会的差別・偏見の結果、周囲に対
し閉じられた関係性が多く、可視化
しにくい 

• 関係性を認める法規定がない 

• DV防止法などの適用が難しい

パートナー間での性暴力
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当事者の現実 ≠ 社会の現実
なぜ誤差が生まれるのか
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加害者を後押しする社会

• 「強姦罪」に於ける排除 

• 「被害は女性のもの」と言う
（法が後押しする）社会認識 

• 現実の被差別経験 

• 差別・偏見に基づく支援・捜査・
法の執行のありよう 

• 加害者は上記の現実を利用する
形で当事者たちに沈黙を強いる

沈黙を強いられる現実
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法のありようが社会の規範を作るのであれば、より良い社会に向けた法制を

“「加害者に利用される法」から「被害者を後押しする法」へ”
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暴行脅迫要件

• 差別があることを前提に考えれば、「身体的な拒否・抵抗」をすること
が出来ないことは明白であり、憎悪犯罪の規定が必要 

• 「出会い」の始まりが何であれ、どの職業であれ、被害は被害。レイプ
シールドが必要 

• 配偶者のみならず、IPVに対して明確に犯罪として定義することが必要

同意とは何かの前提条件を
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性器を規定することは必要か？
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単一化される性
本来多様である性が「社会によって」規定されている。
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身体的性別を100%定義することは出来るか
一般に、既に性は多様である。

男女

トランスジェンダー 、インターセックスなど、既に私たちの社会には 

多様な性のありようが存在することは疑いようがなく、「多数派の外性器」 

のみを基準とした定義は、そもそも困難である。
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インターセックス／性分化疾患者のケース
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性器形成におけるグラデーション、またホルモン量による性器の変化
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「あなたの性器は正しい性器ですか？」
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性器を模した「器具」のバリエーション
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身体侵襲性を問う
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挿入を伴う性暴力のバリエーション
性暴力はセックスの罪ではなく、性を用いた暴力である

• 割り箸、木の棒、鉄パイプ、バイブ、ペン、電球、食物等、カッター、銃　… 

• 指、手、腕、足　…
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その他、必要な改正

• 暴行脅迫要件：抗拒不能性の解体（拒否したと言う事実を認定すること）、立証責任
を加害者側に課すこと、レイプシールドを採用すること、ヘイトクライムを暴行脅迫
として明記すること 

• 監護者性交等罪：優位性を利用した、主に社会的な地位の強い者による、「自らの権
力や立場を利用した性暴力」に拡大すること 

• 性交同意年齢：（15才で遺言を遺すことや臓器提供の意思表示が可能になることか
ら）15才に引き上げ 

• 公訴時効：撤廃 

• 罪名：強制性交等罪から「性暴力罪」へ。
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